
厚生労働大臣が定める掲示事項等について 
令和８年６月１日 

市立砺波総合病院 

 

 「療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項等」（平成１８年３月６日厚生労働省告示第１０７

号）に基づき、下記のとおり届出事項等を掲示します。 

 

記 

 

第１ 厚生労働大臣が定める掲示事項 

１ 入院基本料に関する事項 

  

⑴  当院の一般病棟（急性期病院一般入院基本料 急性期病院Ａ一般入院料算定）（結核病床を含む）では、日勤、夜勤あわせて入

院患者７人に対して１人以上の看護職員を配置しています。また、入院患者２５人に対して１人以上の看護補助者（みなし含む）

を配置しています。なお、各病棟における看護職員の配置は次のとおりです。 

病棟名 
1 日の 

勤務人数 

一人当たりの受け持ち数 

看護師 
看護補助者 

（みなし含む） 

朝 8時 30 分～ 

夕方 16時 30 分 

夕方 16時 30 分～ 

深夜 0時 30 分 

深夜 0時 30 分～ 

朝 8時 30 分 

朝 8 時 30 分～ 

夕方 16時 30 分 

夕方 16時 30 分～ 

夜 23 時 00 分 

西棟２階ＨＣＵ ６人以上 ４人以内 ４人以内 ４人以内 １２人以内 １２人以内 

西棟３階 １８人以上 ４人以内 １４人以内 １４人以内 ２１人以内 ４２人以内 

西棟５階 ２１人以上 ４人以内 １７人以内 １７人以内 ２５人以内 ４９人以内 

西棟６階 ２１人以上 ４人以内 １７人以内 １７人以内 ２５人以内 ４９人以内 

西棟７階 ６人以上 ４人以内 ７人以内 ７人以内 １４人以内 １４人以内 

東棟３階 ２１人以上 ４人以内 １６人以内 １６人以内 ２４人以内 ４７人以内 

東棟５階 １９人以上 ４人以内 １５人以内 １５人以内 ２２人以内 ４３人以内 

東棟６階 １９人以上 ４人以内 １５人以内 １５人以内 ２２人以内 ４４人以内 

 

 

⑵  当院の精神病棟（急性期病院Ａ精神病棟入院料 １３対１入院基本料算定）では、日勤、夜勤あわせて入院患者１３人に対して

１人以上の看護職員を配置しています。また、入院患者５０人に対して１人以上の看護補助者（みなし含む）を配置しています。 

この病棟では、一日に１１人以上の看護職員が勤務しており、時間帯毎の配置は次のとおりです。 

・ 朝８時３０分から夕方１６時３０分まで、看護職員１人当たりの受け持ち数は７人以内です。 

・ 夕方１６時３０分から深夜０時３０分まで、看護職員１人当たりの受け持ち数は２２人以内です。 

・ 深夜０時３０分から朝８時３０分まで、看護職員１人当たりの受け持ち数は２２人以内です。 

 

⑶  当院の地域包括ケア病棟（地域包括ケア病棟入院料２算定）では、日勤、夜勤あわせて入院患者１３人に対して１人以上の看護

職員を配置しています。この病棟では、一日に１２人以上の看護職員が勤務しており、時間帯毎の配置は次のとおりです。 

・ 朝８時３０分から夕方１６時３０分まで、看護職員１人当たりの受け持ち数は８人以内です。 

・ 夕方１６時３０分から深夜０時３０分まで、看護職員１人当たりの受け持ち数は１６人以内です。 

・ 深夜０時３０分から朝８時３０分まで、看護職員１人当たりの受け持ち数は１６人以内です。 

 

⑷  当院の特定集中治療室（特定集中治療室管理料２算定）では、日勤、夜勤あわせて入院患者２人に対して１人以上の看護職員を

配置しています。この病棟では、一日に６人以上の看護職員が勤務しており、時間帯毎の配置は次のとおりです。 

・ 朝８時３０分から夕方１６時３０分まで、看護職員１人当たりの受け持ち数は２人以内です。 

・ 夕方１６時３０分から深夜０時３０分まで、看護職員１人当たりの受け持ち数は２人以内です。 

・ 深夜０時３０分から朝８時３０分まで、看護職員１人当たりの受け持ち数は２人以内です。 

 

注１ 土曜、日曜及び休日は、上記と異なる場合があります。 

２ 各病棟の看護職員数及び時間帯毎の配置は、それぞれの病棟にも掲示しています。 

３ 患者様のご負担による付添看護を認めておりません。家族による付添を希望される方は、医師の許可を受けて下さい。 

 

２ ＤＰＣ対象病院について 

 当院は、ＤＰＣ（診断群分類）によって診療報酬を算定する病院（ＤＰＣ標準病院群）です。 

注１ ＤＰＣ（診断群分類）とは、入院期間中に医療資源を最も投入した「傷病名」と、入院期間中に提供される手術、処置、化学

療法などの「診療行為」の組み合わせによって分類された患者群のことです。急性期入院医療を対象としており、一日当たりの



包括点数が設定されています。 

２ 診療報酬の額は、ＤＰＣ（診断群分類）毎に設定される包括評価部分と出来高評価部分の合計額となります。包括評価部分は、

一日当たりの包括点数に在院日数と医療機関ごとに設定された医療機関別係数を乗じて算出します。当院の医療機関別係数の内

訳は、基礎係数が 

１.０５８３、機能評価係数Ⅰが０.３８２５、機能評価係数Ⅱが０.１３０５、救急補正係数が０.０３０５です。 

 

３ 地方厚生（支）局長への届出事項に関する事項 

⑴ 各種施設基準について 

 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合するものとして届出を行ったものは、別紙１「施設基準に適合するものとして届出を

行ったもの」のとおりです。 

 

⑵ 入院時食事療養費について 

 別に厚生労働大臣が定める基準に適合するものとして入院時食事療養(Ⅰ)の届出を行っており、管理栄養士によって管理された

食事を適時（夕食については午後６時以降）、適温（保温保冷）で提供しています。 

 なお、入院時食事療養費のうち、次の食事療養標準負担額（健康保険の食事療養標準負担額及び生活療養標準負担額（令和７年

３月２４日厚生労働省告示第６４号））は、患者様にご負担をお願いしています。 

区 分 食事療養標準負担額 

① 一般の方 一食につき５５０円 

②  住民税非課税世帯の方（③の方を除く） 一食につき２７０円 

 うち、過去１年間の入院日数が９０日を超える方 一食につき２２０円 

③  住民税非課税世帯の方で所得が一定の基準に満たない７０歳以上の方 一食につき１３０円 

 

 

４ 保険外負担に関する事項 

 別紙２「保険外負担料金表」に掲げた項目について、その使用量、利用回数に応じた実費のご負担をお願いしています。 

 なお、「介護料」「衛生材料費」等での治療（看護）行為及びそれに密接に関連した「サービス」や「物」についての費用の徴収や、

「施設管理費」等の曖昧な名目での費用の徴収は一切しておりません。 

 

第２ 保険外併用療養費に係る厚生労働大臣が定める基準等 

１ 特別の療養環境の提供に係る基準に関する事項 

 特別療養環境室（患者様に室料差額を負担していただく病室）の各々のベッド数、場所及び料金は次のとおりです。 

種 類 ベッド数 
場 所 料 金 

（一日あたり） 病 棟 部屋番号 

特別室Ａ ４ 東棟各階 ３３７、４３７、５３７、６３７ １０，３４０円 

特別室Ｂ ９ 
東棟７階 ７３７ 

９，１３０円 
西棟各階 ３２１、３２２、５０７、６０７、７１３、７１５、７１６、７１７ 

個室Ａ ４６ 

東棟各階 

３３８、３４０、３４１、３４２、３４３、３４６、３４７、 

４３８、４４０、４４１、４４２、４４３、４４５、４４７、４４８、 

５３８、５４０、５４１、５４２、５４３、５４６、５４７、 

６３８、６４０、６４１、６４２、６４３、６４７、７４１、７４２ 
５，７２０円 

西棟各階 
５１１、５１２、５１３、５１５、５１６、５１８、５２０、６１１、 

６１２、６１３、６１５、６１６、６１８、６２０、７０３、７０５ 

個室Ｂ １４ 

東棟７階 ７３８、７４０ 

４，６２０円 
西棟各階 

５０８、５１０、６０８、６１０、７０１、７０２、７０６、７０７、 

７０８、７１０、７１１、７１２ 

個室Ｃ ８ 西棟３階 ３０６、３０７、３０８、３１０、３１２、３１３、３１５、３１６ ３，９６０円 

２人室 ４ 西棟３階 ３１７、３１８ １，２１０円 

 

２ 一般病床数２００床以上の地域医療支援病院の初診に関する事項 

 他の保険医療機関等からの紹介によらず、当院に直接来院された患者様については初診に係る費用として「非紹介患者初診加算料」 

７，７００円を保険診療の診察料（初診料）とは別に患者様にご負担をお願いしています。ただし、緊急その他やむを得ない事情が

ある場合にあっては、この限りではありません。 

注 病院と診療所の機能分担及び業務連携の推進を図る観点から、一般病床数２００床以上の地域医療支援病院（当院は許可病床数

３９６床、うち一般病床数３４３床）において、患者様の自己の選択に係るものとして、初診に相当する療養部分の費用を患者様

から徴収することを国が義務付けている制度です。 

 



３ 一般病床数２００床以上の地域医療支援病院の再診に関する事項 

 病状が安定し当院から他の病院や診療所（かかりつけ医）を文書で紹介させていただいたにも関わらず、紹介状がなく同じ疾患で

当院を再診された方には、その都度「非紹介患者再診加算料」３，３００円を保険診療の診察料とは別に患者様にご負担をお願いし

ています。ただし、緊急その他やむを得ない事情がある場合にあっては、この限りではありません。 

注 病院と診療所等の機能分担及び業務連携の推進を図る観点から、一般病床数２００床以上の地域医療支援病院において、患者

様の自己の選択に係るものとして、再診に相当する療養部分の費用を患者様から徴収することを国が義務付けている制度です。 

 

４ 入院期間が１８０日を超える入院に関する事項 

 一般病棟において、厚生労働大臣が定める状態を除き、１８０日を超える入院については、患者様の自己の選択に係るものとして、

保険診療の診察料とは別に患者様にご負担をお願いしています。 

対象入院料 徴収する費用の額 

一般病棟入院基本料 急性期一般入院基本料 急性期一般入院料１ １日につき３，１９０円 

一般病棟入院基本料 特別入院基本料 １日につき１，１６６円 

 

注 同一の疾病又は負傷により、他の保険医療機関から転院された場合にあっては、他の保険医療機関での対象入院料を算定してい

た期間も通算します。 

 

第３ 基本診療料の施設基準等に基づく掲示事項 

１ 医療安全管理体制に関する基準 

 医療安全管理者を配置し、医療安全対策に係る相談及び支援に応じています。 

 

２ 感染対策向上加算に関する基準 

 院内に感染制御のチームを配置し、院内感染状況の把握、抗菌薬の適正使用、職員の感染防止等、院内感染防止の取り組みを行っ

ています。 

 

３ 患者サポート体制充実加算に関する基準 

 疾病に関する医学的な質問並びに生活上及び入院上の不安等、様々な相談に対応する窓口として総合相談室を設置し、専任の看護

師等で対応しています。 

 

第４ 特掲診療料の施設基準等に基づく掲示事項 

１ ニコチン依存症管理料に関する基準 

 禁煙外来において、禁煙治療を行っています。禁煙外来は完全予約制で、隔週金曜日の午前中に診察を行います。詳しくは、内科

外来（Ａブロック）へお問い合わせください。 

２ がん性疼痛緩和指導管理料に関する基準 

 がん性疼痛の症状緩和を目的として麻薬を投与しているがん患者さんに対して、ＷＨＯ方式のがん性疼痛の治療法に従って副作用

対策等を含めた計画的な治療管理を継続して行い、療養上必要な指導を行った場合、月１回に限り、薬剤に関する指導を行います。 

 

 

 

 

 

 

３ ハイリスク妊産婦共同管理料に関する基準 

 ハイリスク妊産婦共同管理を共同で行う保険医療機関の名称等は次のとおりです。 

保険医療機関の名称 住 所 電話番号 

国立大学法人富山大学附属病院 富山市杉谷２６３０ ０７６－４３４－２２８１ 

富山県立中央病院 富山市西長江２丁目２番７８号 ０７６－４２４－１５３１ 

伏木医院 砺波市宮丸５６８番地 ０７６３－３２－２２７５ 

津田産婦人科医院 砺波市寿町５番３号 ０７６３－３３－３０３５ 

産婦人科内科 金子医院 南砺市荒木１３５１－１ ０７６３－５２－０８００ 



４ 医科点数表第２章第１０部手術の通則の５及び６（歯科点数表第２章第９部手術の通則４を含む。）に掲げる手術 

 当該手術の前年（令和７年１月１日から令和７年１２月３１日まで）の手術件数は、次のとおりです。 

 区分１に分類される手術 件  数 

ア 頭蓋内腫瘤摘出術等 ２９ 

イ 黄斑下手術等 ２ 

ウ 鼓室形成手術等 ０ 

エ 肺悪性腫瘍手術等 ０ 

オ 経皮的カテーテル心筋焼灼術 ０ 

 区分２に分類される手術 件  数 

ア 靱帯断裂形成手術等 ５ 

イ 水頭症手術等 １８ 

ウ 鼻副鼻腔悪性腫瘍手術等 ２ 

エ 尿道形成手術等 ９ 

オ 角膜移植術 ０ 

カ 肝切除術等 ３ 

キ 子宮附属器悪性腫瘍手術等 １ 

 区分３に分類される手術 件  数 

ア 上顎骨形成術等 １ 

イ 上顎骨悪性腫瘍手術等 １ 

ウ バセドウ甲状腺全摘（亜全摘）術（両葉） １ 

エ 母指化手術等 ０ 

オ 内反足手術等 ０ 

カ 食道切除再建術等 ０ 

キ 同種死体腎移植術等 ０ 

 区分４に分類される手術 件  数 

胸腔鏡又は腹腔鏡を用いる手術 ３５７ 

 その他の区分に分類される手術 件  数 

人工関節置換術 ５３ 

乳児外科施設基準対象手術 ０ 

ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 ３７ 

冠動脈、大動脈バイパス移植術(人工心肺を使用しないものを含む。）及び体外循環を要する手術 ０ 

経皮的冠動脈形成術 ２３ 

（再掲）急性心筋梗塞に対するもの ６ 

（再掲）不安定狭心症に対するもの ５ 

（再掲）その他のもの １２ 

経皮的冠動脈粥腫切除術 ０ 

経皮的冠動脈ステント留置術 １３２ 

（再掲）急性心筋梗塞に対するもの ４４ 

（再掲）不安定狭心症に対するもの ２１ 

（再掲）その他のもの ６７ 

 

  



別紙１ 

施設基準に適合するものとして届出を行ったもの 
（基本診療料） 

１ 急性期病院一般入院料 急性期病院Ａ一般入院料 

２ 結核病棟入院基本料 ７対１入院基本料 

３ 急性期病院Ａ精神病棟入院料 13 対１入院基本料 

４ 救急医療管理加算 

５ 超急性期脳卒中加算 

６ 診療録管理体制加算１ 

７ 医師事務作業補助体制加算１  

15 対１（一般病床） 50 対１（精神病棟・結核病棟） 

８ 急性期看護補助体制加算 

 25 対１急性期看護補助体制加算（看護補助者５割以上） 

 夜間 100 対 1急性期護看護補助体制加算 夜間看護体制加算 

看護補助体制充実加算１ 

９ 看護補助加算 1 看護補助体制充実加算１ 

10 電子的診療情報連携体制整備加算 1 

11 療養環境加算 

12 重症者等療養環境特別加算 

13 産科管理加算 1 

14 無菌治療室管理加算 1 

15 無菌治療室管理加算 2 

16 緩和ケア診療加算 

17 精神病棟入院時医学管理加算 

18 精神科身体合併症管理加算 

19 精神科慢性身体合併症管理加算 

20 医療安全対策加算１ 医療安全対策地域連携加算 1 

 21 感染対策向上加算１ 指導強化加算 微生物学的検査体制 

加算 

22 患者サポート体制充実加算 

23 褥瘡ハイリスク患者ケア加算  

24 ハイリスク妊娠管理加算 

25 ハイリスク分娩管理加算 

26 精神科救急搬送患者地域連携受入加算 

27 呼吸ケアチーム加算 

28 地域支援・後発医薬品使用体制加算 1 

29 データ提出加算２ 

30 入退院支援加算１  

入院時支援加算 地域連携診療計画加算 総合機能評価加算 

31 認知症ケア加算１  

32 せん妄ハイリスク患者ケア加算 

33 排尿自立支援加算 

34 地域医療体制確保加算 

35 特定集中治療室管理料 2 早期離床・リハビリテーション

加算 広範囲熱傷管理加算 

36 小児入院医療管理料 4 

37 地域包括ケア病棟入院料２ 

看護職員配置加算 看護職員夜間配置加算 

38 短期滞在手術基本料 1 

 

（特掲診療料） 

１ 小児特定疾患カウンセリング料 

２ 外来栄養食事指導料 

３ 心臓ペースメーカー指導管理料 遠隔モニタリング加算 

  慢性維持透析患者外来医学管理料 

４ 糖尿病合併症管理料 

５ がん性疼痛緩和指導管理料 

６ がん患者指導管理料イ 

７ がん患者指導管理料ロ 

８ がん患者指導管理料ハ 

９ がん患者指導管理料ニ 

10 外来緩和ケア管理料 

11 糖尿病透析予防指導管理料 

12 小児運動器疾患指導管理料 

13 乳腺炎重症化予防ケア・指導料 

14 婦人科特定疾患治療管理料 

15 腎代替療法指導管理料 

16 二次性骨折予防継続管理料 1 

17 二次性骨折予防継続管理料 2 

18 二次性骨折予防継続管理料 3 

19 救急外来医学管理料 

   救急搬送医学管理料 1  

   夜間休日救急医学管理料 1 

   院内トリアージ実施体制加算 

20 外来腫瘍化学療法診療料１ 

21 連携充実加算 

22 ニコチン依存症管理料 

23 心不全再入院予防継続管理料 1、2 

24  開放型病院共同指導料(Ⅱ) 

25 ハイリスク妊産婦共同管理料(Ⅰ) 

26 がん治療連携計画策定料 

27 肝炎インターフェロン治療計画料 

28 外来排尿自立指導料 

29 ハイリスク妊産婦連携指導料 1、2 

30 薬剤管理指導料 

31 医療機器安全管理料 1、2 

32 精神科退院時共同指導料１及び２ 

33 在宅患者訪問看護・指導料、同一建物居住者訪問看護・指導料 

34  持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する持続

血糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース測定 

35 持続陽圧呼吸療法充実管理体制加算 

36  持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しない持

続血糖測定器を用いる場合） 

37 遺伝学的検査注 1 

38 流産検体を用いた絨毛染色体検査（染色体検査の注２に規

定する基準） 

39 ＢＲＣＡ１/２遺伝子検査（腫瘍細胞を検体とするもの  

血液を検体とするもの） 

 40 遺伝学的検査の注１に規定する施設基準 

41 ＨＰＶ核酸検出 

42 ウイルス・細菌核酸多項目同時検出（ＳＡＲＳ-ＣｏＶ-２ 

  核酸検出を含まないもの） 

43 検体検査管理加算(Ⅳ) 

44 時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 

45 コンタクトレンズ検査料１ 

46 小児食物アレルギー負荷検査 

47 内服・点滴誘発試験 

48 画像診断管理加算 2 

49 ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 

50 冠動脈ＣＴ撮影加算 

51 心臓ＭＲＩ撮影加算 

52 乳房ＭＲＩ撮影加算 

53 抗悪性腫瘍剤処方管理加算 

54 外来化学療法加算１ 

55 無菌製剤処理料 



56 心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅰ) 初期加算 急性

期リハビリテーション加算 

57 脳血管疾患等リハビリテーション料(Ⅰ) 初期加算 急性

期リハビリテーション加算 

58 運動器リハビリテーション料(Ⅰ) 初期加算 急性期リハ

ビリテーション加算 

59 呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ) 初期加算 急性期リハ

ビリテーション加算 

60 摂食機能療法の注３に規定する摂食嚥下機能回復体制加算２ 

61 がん患者リハビリテーション料 

62 療養生活継続支援加算 

63 精神科作業療法 

64 医療保護入院等診療料 

65 多血小板血漿処置 

66 人工腎臓 慢性維持透析を行った場合 1  

67 導入期加算２ 

68 透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算 

69 下肢末梢動脈疾患指導管理加算 

70 腎代替療法診療体制充実加算 

71 医科点数表第２章第 10 部手術の通則５及び６（歯科点数表 

  第２章第９部手術の通則４を含む。）に掲げる手術 

72 皮膚悪性腫瘍センチネルリンパ節生検加算 

73 組織拡張器による再建手術（一次再建・二次再建） 

74 緊急整復固定加算及び緊急挿入加算 

75 椎間板内酵素注入療法 

76 脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 

77 仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術 

78 緑内障手術（緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び水 

晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術） 

79 緑内障手術（濾過胞再建術（needle 法）） 

80 乳がんセンチネルリンパ節生検加算１及びセンチネルリン

パ節生検（併用） 

81 乳がんセンチネルリンパ節生検加算２及びセンチネルリン

パ節生検（単独） 

82 乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わ

ないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの）） 

83 ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術 

84 経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの） 

85 ペースメーカー移植術及び交換術 

86 ペースメーカー移植術及び交換術（リードレスペースメー

カーの場合） 

87 大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法） 

88  腹腔鏡下鼠経ヘルニア手術（両側）（内視鏡手術用支援機器を用い

るもの） 

89 胃瘻造設術（経皮的内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造

設術を含む。） 

90 腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切断術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 

91 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 

92 腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 

93  腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 

94 腹腔鏡下腎盂形成術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 

95 膀胱水圧拡張術 

96 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術 

97 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 

98 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 

99 子宮脱出術 腹腔鏡下仙骨膣固定術 

100 腹腔鏡下仙骨膣固定術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 

101 輸血管理料Ⅰ 

102 輸血適正使用加算 

103 同種クリオプレシピテート作製術 

104 胃瘻造設時嚥下機能評価加算 

105 吸入麻酔又は静脈麻酔による深鎮静（声門上器具又は気管

挿管による気道確保を伴わないもの）1、2 

106 マスク又は気管内挿管による閉鎖循環式全身麻酔 

107 麻酔管理料(Ⅰ) 

108 麻酔管理料(Ⅱ) 

109 放射線治療専任加算 

110 外来放射線治療加算 

111 高エネルギー放射線治療 

112 １回線量増加加算 

113 画像誘導放射線治療（ＩＧＲＴ） 

114 体外照射呼吸性移動対策加算 

115 病理診断管理加算 1 

116 悪性腫瘍病理組織標本加算 

117 看護職員処遇改善評価料 73 

118 外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ） 

119 入院ベースアップ評価料 154 

120 酸素単価第 8507 号（令和 8年 4月 1日）  

 

（歯科） 

１ 地域歯科診療支援病院歯科初診料 

２ 歯科外来診療医療安全対策加算２ 

３ 歯科外来診療感染対策加算４ 

４ 電子的歯科診療情報連携体制加算 

５ 地域歯科診療支援病院入院加算 

６ 総合医療管理加算 歯科治療時医療管理料 

７ 歯科口腔リハビリテーション料２ 

８ クラウン・ブリッジ維持管理料 

９ ＣＡＤ／ＣＡＭ冠及びＣＡＤ／ＣＡＭインレー 

 


